
















[目的]近年、人工妊娠中絶(以下、中絶と略す)の件数は受胎調節・家族計画の普及によっ

て減少してきるが、思春期年齢や 40 歳代の中絶件数は逆に増加している。また最近では

体外受精・胚移植などの先端的な不妊症治療や種々の出生前診断が実施され、妊娘や中絶

をめぐる社会的環境に変化が認められる。今回中絶手術を受けた患者および婦人科の一般

受診患者に、中絶および今日の生殖医学(出生前診断を含む)に関するアンケート調査を行

ない、今後の予防医学ならびに婦人衛生向上の資料とすることにした。


